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根
来
か
ら
授
か
っ
た

　
　
　
　
名
前
と
歩
む
人
生

　

牧 

五
百
音
（
い
を
ね
）
と
申
し
ま
す
。

は
じ
め
ま
し
て
の
方
に
名
刺
を
渡
す
と
、

必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
本
名
で
す

か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
初
見
で
は
読

め
な
い
方
も
大
勢
い
ま
す
。
同
じ
名
前
の

人
と
出
会
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
幼

い
頃
は
「
な
ん
て
厄
介
な
名
前
を
つ
け
ら

れ
た
ん
だ
」
と
親
を
恨
ん
だ
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

私
は
和
歌
山
県
岩
出
市
の
根
來
寺
境
内

で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
父
は
画
僧
で
、

現
在
も
仏
画
を
描
い
て
い
ま
す
。
五
百
音

と
い
う
名
前
を
つ
け
た
の
も
父
で
す
。
根

來
寺
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
五
百
仏
山
の

麓
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
加
え
、
仏
教
用
語

で
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
た
く
さ
ん
と
い
う

意
味
が
あ
る
「
五
百
」
の
仏
に
守
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の

良
き
音
を
人
々
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

と
い
う
願
い
を
、
こ
の
名
前
に
込
め
た
そ

う
で
す
。

　

現
在
、
私
は
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
、
ラ

イ
タ
ー
と
し
て
、
物
語
や
文
章
を
綴
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
使
わ

ず
、
本
名
を
使
い
続
け
て
い
ま
す
。
最
初

は
「
珍
し
い
名
前
だ
し
、
多
分
読
め
な
い

し
、
ま
あ
い
っ
か
」
と
軽
い
気
持
ち
だ
っ

た
の
で
す
が
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
以
上

に
こ
の
名
前
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う

で
、「
名
前
の
由
来
は
な
ん
で
す
か
」「
ど

う
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す

か
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
数
知
れ
ず
。
気

づ
け
ば
根
來
寺
の
歴
史
や
根
来
の
土
地
紹

介
に
話
が
及
ぶ
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

中
に
は
根
来
の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、
わ

ざ
わ
ざ
実
家
ま
で
遊
び
に
来
て
く
れ
る
人

も
い
る
の
で
す
。
根
來
寺
を
参
拝
し
、
新

義
真
言
宗
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

名
前
が
珍
し
す
ぎ
る
が
故
に
、
悪
い
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
名
前
に
込
め
ら
れ
た

思
い
が
大
仰
す
ぎ
る
が
故
に
、
時
折
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
た
び

に
「
大
丈
夫
。
だ
っ
て
五
百
の
仏
さ
ま
が

守
っ
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
か
ら
」
と
奮
起

し
た
り
、
原
稿
執
筆
で
悩
ん
だ
時
に
「
こ

の
テ
キ
ス
ト
は
ち
ゃ
ん
と
人
の
心
に
届
く

音
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
立
ち
止

ま
っ
た
り
し
ま
す
。
良
く
も
悪
く
も
、
こ

の
名
前
が
私
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て
く
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
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盆
供
養
会

八
月
十
三
日
か
ら

　
　    

　
八
月
十
六
日
ま
で

牧　

五い

を

ね

百
音

シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
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貞
照
寺
だ
よ
り

　

六
月
二
十
日
午
前
十
時
よ
り
、

信
徒
会
館
一
階
ホ
ー
ル
に
て
「
第

71
回
成
田
山
学
童
写
生
大
会
」
の

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
豆
畑
主
監
の
挨
拶
、
審
査
員

の
滝
滋
先
生
の
講
評
の
後
、
成
田

山
明
王
賞
を
受
賞
さ
れ
た
川
口
琳

太
郎
さ
ん
を
は
じ
め
、
入
賞
者
に

賞
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
入
賞
、
入
選
の
作
品
は
六
月

二
十
日
か
ら
六
月
二
十
七
日
ま
で

ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
写
真
左
】

　

六
月
十
五
日
に
厳
修
さ
れ
た
青

葉
ま
つ
り
に
お
い
て
、
弘
法
大
師

の
御
誕
生
を
讃
え
る
「
弘
法
大
師

誕
生
和
讃
」
が
響
き
わ
た
り
ま
し

た
。
今
年
も
遍
照
講
犬
山
成
田
山

支
部
の
方
々
【
写
真
左
】
に
奉
詠

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
九
日
に
貞
照
寺
の
境

内
に
て
各
務
原
市
生
涯
学
習
の
受

講
生
に
よ
る
剪
定
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

美
し
い
庭
木
づ
く
り
を
目
標
と

し
た
講
座
内
容
に
参
加
者
は
境
内

の
樹
木
を
実
際
に
剪
定
。
枝
の
切

り
方
や
樹
形
の
整
え
方
な
ど
を
体

験
し
な
が
ら
、
庭
木
管
理
の
知
識

と
技
術
を
深
め
つ
つ
、
そ
の
実
践

の
成
果
を
境
内
整
備
に
活
か
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　

六
月
十
一
日
に
当
山
が
中
京
テ

レ
ビ
放
送
よ
り
取
材
を
受
け
ま
し

た
。
主
に
願
か
け
風
鈴
ま
つ
り
に

つ
い
て
取
材
を
受
け
、
多
く
の
方

に
当
山
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
模
様
は
六
月

二
十
六
日
に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
八
年
度
東
海
三
十
六
不
動

尊
霊
場
会
総
会
が
七
月
十
五
日
、

十
五
番
札
所
笠
寺
観
音
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
長
を
務
め
る
小
豆
畑
主
監
の

挨
拶
の
後
、
各
札
所
の
近
況
報
告
、

昨
年
度
会
計
報
告
、
今
後
の
事
業

計
画
、
御
朱
印
料
改
定
後
の
反
響

に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
創
75
周
年
記
念
事
業
の
一
つ

で
あ
る
、
信
徒
会
館
内
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
新
設
工
事
が
終
わ
り
ま
し

た
。
参
拝
者
の
利
便
性
に
つ
な
が

る
設
備
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
社
、
事
業
所
、
工
場
等
の
職

域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・

業
績
向
上
を
祈
願
す
る
『
全
国
安

全
週
間
特
別
祈
願
会
』
が
七
月
一

日
か
ら
十
五
日
ま
で
厳
修
さ
れ
、

多
く
の
会
社
、
事
業
所
が
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祈
願
会
は
、
厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
力
会
が

主
唱
す
る
『
全
国
安
全
週
間
』
に

合
わ
せ
て
毎
年
厳
修
さ
れ
て
お
り

ま
す
。【
写
真
左
】

　

日
々
の
研
鑽
が
実
り
、
犬
山
成

田
山
支
部
の
三
名
が
昇
格
し
ま
し

た
。
検
定
員
か
ら
、
流
麗
な
節
回

し
や
所
作
を
讃
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。【
写
真
左
】

剪
定
講
座
開
催

各
務
原
市
生
涯
学
習

表
彰
式
開
催

成
田
山
学
童
写
生
大
会

第71回

「
写
経
」の
お
勧
め

◆
料
金
…
一
千
円
以
上

◆
日
時
…
毎
月
第
四
日
曜

※
使
い
慣
れ
た
筆
、
筆
ペ
ン
等
可
。

講
員
三
名
昇
格

御
詠
歌
研
鑽
で
賞
状

堂
内
に
満
ち
る

弘
法
大
師
誕
生
和
讃

［ 3階信徒会館入り口前］ ［ 信 徒 会 館内 1階ホール前］

特
別
祈
願
会
厳
修

全
国
安
全
週
間

お
寺
の
魅
力
を
発
信

テ
レ
ビ
取
材

総
会
開
催

東
海
三
十
六
不
動
尊
霊
場
会

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
完
成

開
創
75
周
年
記
念
事
業
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会
員
数
現
況

◆
期
間
…
8
月
31
日
ま
で
厳
修
中

◆
期
間
…
8
月
31
日
ま
で
開
催
中

◆
場
所
…
鐘
楼
堂
西
側
広
場

◆
短
冊
奉
納
料
…
千
円
以
上

◆
限
定
願
か
け
風
鈴
御
朱
印
…［
三
種
類
］各
八
百
円
以
上

　

期
間
中
ご
祈
祷
を
受
け
ら
れ
た
方
に
は
、
来
年
１
月
に
使
用
で

き
る
ご
優
待
券
を
謹
呈
い
た
し
ま
す
。

　

成
田
山
の
ご
信
徒
に
よ
り｢

成

田
山
索な

わ

の
会か

い｣

と
い
う
外
護
団

体
が
結
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

索
の
会
は
成
田
山
ご
本
尊
お

不
動
さ
ま
が
左
手
に
持
つ
「
索
」

の
功
徳
で
あ
る
四し
し
ょ
う摂(

布ふ

せ施
・

愛あ
い
ご語

・
利り

ぎ
ょ
う行

・
同ど

う
じ事)

を
会
の
精

神
と
し
、会
員
同
士
が
語
り
合
い
、

親
し
む
機
会
を
得
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。
是
非
ご
入
会
下
さ
い
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

０
５
６
８（
６
１
）２
５
８
３

　
　
　

｢

成
田
山
索
の
会｣

事
務
局

▶
昨
年
９
月
に
実
施
し
た
「
索
の

会
特
別
企
画
参
拝
旅
行
」

　

旅
行
を
は
じ
め
、
観
劇
会
な
ど

索
の
会
で
は
、
特
別
企
画
を
充
実

さ
せ
て
お
り
ま
す
。

犬
山
市　
　

塚　

本　
　

晴　

美

　

〃　
　
　

大　

谷　
　

孝　

雄

　

〃　
　
　

大　

谷　
　

由
貴
子

小
牧
市　
　

山　

下　
　

史
守
朗

丹
羽
郡　
　

井　

上　
　

浩　

二

加
茂
郡　
　

佐　

藤　
　

正　

美

　

〃　
　
　

佐　

藤　
　

羽
津
枝

入
会
の
ご
案
内

成
田
山
索な
わ

の
会か
い

成
田
山
索
の
会

索
の
会

新
入
会
員
芳
名

（
令
和
八
年 

五
月
末
現
在
）

合
計　
一
三
八
九
名

朱
の
会
員
…
…
…
…

紫
の
会
員
…
…
…

緑
の
会
員
…
…
…

黄
の
会
員
…
…
…

青
の
会
員
…

◆
犬
山
一
心
支
部

（
新
任
）
河
野　

シ
ズ
子
（
顧
問
）

（
新
任
）
日
岡　

智
子
（
副
支
部
長
兼
監
事
）

（
新
任
）
遠
藤　

光
智
子
（
会
計
）

（
新
任
）
島
崎　

和
江
（
評
議
員
）

（
新
任
）
安
部　

宗
顯
（
評
議
員
）

（
退
任
）
河
野　

シ
ズ
子
（
副
支
部
長
）

（
退
任
）
日
岡　

智
子
（
会
計
）

（
退
任
）
遠
藤　

光
智
子
（
監
事
）

役

員

異

動

索
の
会

八
名

一〇
名

八
七
名

四
二
名

一
二
四
二
名
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暑中お見舞い申し上げます
令和８年 盛夏

◆

成
田
山
索
の
会

◆

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

寺
務
長　
　
　
　

田　

中　

照　

広

貫
首　
　

  

岸 

田 

照  

泰

信
徒
総
代　
　
　

安　

藤　

隆　

司

　

同　
　
　
　
　

田　

口　

義　

隆

　

同　
　
　
　
　

水　

野　

明　

久

　

同　
　
　
　
　

安　

井　

香　

一

　

同　
　
　
　
　

社　

本　

光　

永

　

同　
　
　
　
　

豊　

島　

俊　

明

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

　

同　
　
　
　
　

牛　

込　
　
　

進

総　

代　
　
　
　

川　

上　

新
一
郎

　

同　
　
　
　
　

武　

藤　

容　

治

　

同　
　
　
　
　

松　

澤　

弘　

之

会　

長　
　
　
　

安　

藤　

隆　

司

副
会
長　
　
　
　

社　

本　

光　

永

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

主　
　

監　
　
　

小
豆
畑　

照　

観

　
　
　
　
　
　

大　

籔　

照　

心

庶
務
部
長　
　
　

岡　

﨑　

政　

宏

総
合
企
画
部
長　

中　

村　

照　

紳

法
務
部
・
信
徒
部

　
　
　

統
括
部
長

講
師

 

日
江
井
芝
香

尾
張
支
部

［
日
本
生
花
司
］

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

［
表
千
家
］

［
表
千
家
吉
田
生
風
庵
］

［
成
田
山
書
道
会
］

松
月
堂
古
流

吉
田
生
風
庵

社
中
生
風
会

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

盂
蘭
盆
会
法
要

献 
灯 

会

ご
先
祖
さ
ま
の

     

年
に
一
度
の
里
帰
り

午
後
2
時
か
ら

笹
塔
婆（
48
㎝
）二
千
円
以
上

五
尺
塔
婆（

150
㎝
）三
千
円
以
上

六
尺
塔
婆（

180
㎝
）五
千
円
以
上

二
千
円
以
上

　
盂
蘭
盆
会
法
要
は
ど
な
た
さ
ま
も
お
参
り
、
ご

焼
香
い
た
だ
け
ま
す
。
供
養
塔
婆
、
献
灯
、
お
供

物
等
の
お
申
し
込
み
は
大
師
堂
、
総
受
付
に
て

承
っ
て
お
り
ま
す
。

三
千
円
以
上

8/ 13 
（木） 
～

8/16  

（日） 
ま
で

8/ 15 

（土） 
※
閉
堂
は
五
時
半
と
な
り
ま
す
。

日     

時

日     

時

供
養
塔
婆

献
灯
料

笹
塔
婆

令和８年 盛夏

暑中お見舞い申し上げます



（ 5 ） 令 和8年7月 発 行名 古 屋 成 田 山



（ 6 ）令 和8年7月 発 行 名 古 屋 成 田 山

大
垣
市　
　

高　

橋　
　

好　

永

揖
斐
郡　
　

山　

村　
　

恒　

平

各
務
原
市　

㈲
茗
荷
屋

瀬
戸
市　
　

伊　

藤　
　

由　

美

安
八
郡　
　

三
英
電
子
㈱

知
多
郡　
　

石　

川　
　

國　

光

名
古
屋
市　

㈱
東
海
工
作
所

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

篠　

田　
　

正　

樹

丹
羽
郡　
　

𠮷　

田　
　
　
　

剛

　

〃　
　
　

𠮷　

田　
　

春　

子

　

〃　
　
　

𠮷　

田　
　

貴　

之

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

岐
阜
市　
　

市　

田　
　

正　

成

名
古
屋
市　

㈱
東
海
工
作
所

尾
張
旭
市　

名　

和　
　

秀　

高

　

〃　
　
　

名　

和　
　

久　

子

春
日
井
市　

古　

居　
　

佐
枝
子

東
海
市　
　

㈱
シ
ン
キ
・

　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
川　

德
道

長
野
県　
　

森　

谷　
　

秀　

光

　

〃　
　
　

森　

谷　
　

優　

介

東
海
市　
　

丸
太
運
輸
㈱

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

春
日
井
市　

吉　

田　
　

英　

人

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

土
岐
市　
　

林　
　
　
　

千　

晴

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

　

〃　
　
　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

恵
那
市　
　

成
田
山
明
智
大
教
会

羽
島
市　
　

成
田
山
霊
観
不
動
教
会

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

中
三　
　

武
田　

結
依
香

小
六　
　

今
枝　

咲
陽

小
五　
　

田
北　

陽
菜
乃

【
評
】
ゆ
っ
た
り
と
し
た
線
で
落
ち

着
い
た
作
品
で
す
。

【
評
】
丁
寧
な
運
筆
で
し
っ
か
り

書
け
ま
し
た
。

【
評
】
元
気
よ
く
堂
々
と
書
け
て
い

ま
す
。

紙

上

書

道

展

編
集
室
よ
り

　

夏
休
み
が
始
ま
り
、
人
や
車
の

動
き
が
活
発
に
な
る
季
節
で
す
。 

七
月
の
交
通
安
全
週
間
を
機
に
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
見

直
し
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
子
ど
も
や

高
齢
者
の
飛
び
出
し
、
自
転
車
の

安
全
利
用
に
も
十
分
注
意
し
、
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
と
行
動
を
心

掛
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
記

　

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部
員
近

藤
時
男
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
五
月
十
八
日
、
扶
桑
や

さ
し
の
ホ
ー
ル
で
営
ま
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
、
近
藤
広
茂
氏
。

　

成
田
山
索
の
会
丹
羽
支
部
員
酒

井
広
治
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

告
別
式
は
五
月
二
十
日
、
平
安
会

館
大
口
斎
場
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

喪
主
は
、
酒
井
恒
幸
氏
。

　

当
山
篤
信
㈱
第
一
名
誠
瀬
尾
誠

氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式

は
六
月
二
十
三
日
、
テ
ィ
ア
港
で

営
ま
れ
ま
し
た
。
喪
主
は
、
瀬
尾

国
大
氏
。

近
藤
時
男

酒
井
広
治

瀬
尾
　
誠

氏氏氏

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

（
順
不
同
敬
称
略
）

五
月
・
六
月

五
月
・
六
月

五
月
・
六
月

大
護
摩
供
修
行
者
芳
名

自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

六
月
の
登
山
講
社

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
し

て
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩

祈
祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
、
お

願
い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料

三
百
円
以
上
、
五
百
円
以
上

（大）行事は中止または内容変更となる場合がございます。
ホームページ、お電話にてご確認お願い致します。

〈夏越の大祈願〉　 ▶ 6/30～8/31
〈願かけ風鈴まつり〉▶  6/1 ～ 8/31

16

日 月 火 水 木 金 土

12

5

19

26

2

14

7

21

8

22

29

7/31

9/4 9/5

7/29

9/2

7/30

9/3

7/28

9/1

7/277/26

9

23

30

10

24

31

11

25

1

17

4

18

13

6

20

27 28

3

15

ご縁日

ご縁日

ご縁日

ご縁日安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

安心
祈願日

写経会

ご詠歌

8 月行事のご案内

夏越の大祈願

夏越の大祈願

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

安心
祈願日

献灯会 盂蘭盆会

お

く

や

み

夏越の大祈願

夏越の大祈願

願かけ風鈴まつり

願かけ風鈴まつり

献灯会


